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とを指摘し，第 1 章における溶鉄中の硫黄と水素および硫化水素混合ガスとの平衡関係，第 2 章における
溶鉄中の硫黄の活量の関係ならびに他の二，三のデータを用いて熱力学的計算を行い，本平衡を論じてい
る。すなわち溶鉄中の硫黄と平衡する硫黄ガスは単原子分子および二原子分子の状態で在在することを示
し，従来認められていた二原子分子状のガスのみ存在するという学説を修正するとともに，単原子分子硫
黄ガスおよび二原子分子状硫黄ガスと溶鉄中の硫黄との平衡関係を確立し，それよりそれらの硫黄ガスの
圧力と硫黄濃度および温度との聞の定量的関係を解明している。そしてその結果から，実際の鉄鋼製錬に
おけるような高温で、硫黄濃度のきわめて低い場合には，それと平衡する硫黄ガスは殆んど単原子分子状の
硫黄ガスであり，その分圧はきわめて少さく，かかる場合には真空溶解によっても脱硫はあまり期待でき
ないことを指摘し，また多元系溶鉄と平衡する硫黄ガスの圧力と温度および溶鉄成分元素の濃度との聞の
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定量的関係を明らかにするなど，実用上有用な示唆を与えている。
第 5 章においては，実際の鉄鋼製錬において重要である溶鉄中の硫黄と酸素との平衡関係について述べ，
乙の平衡関係も従来殆んど研究されていないことを指摘し，第 4 章における溶鉄中の硫黄と硫黄ガスとの
平衡関係および二，三のデータを用いて熱力学的計算を行い，本平衡を論じている。すなわち溶鉄中の硫
黄と酸素との平衡関係を確立し，それより溶鉄中の硫黄および酸素と平衡する亜硫酸ガ、スの圧力と温度お
よび硫黄濃度，酸素濃度との聞の定量的関係，ならびに多元系溶鉄と平衡する亜硫酸ガスの圧力と温度お
よび溶鉄成分元素の濃度との聞の定量的関係を解明している。
以上のように，本論文は，溶鉄の脱硫に関し，種々の困難を伴う高温度における実験を遂行して化学熱
力学的立場より研究し，溶鉄中の硫黄の挙動を解明するとともに，それに関する有用な新した熱力学的諸
数値を提供し，溶鉄の脱硫反応を考察する基礎を与え，また実際の鉄鋼製錬における溶鉄の脱硫にも資し，
学術上および工業上貢献するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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